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特集―アジア諸国の国際労働移動 

アジアの人的資源の有効活用に向けて 
―高度な専門的・技術的労働者の国際移動 

獨協大学名誉教授　桑原靖夫 

アジア諸国の国際労働移動 
―今、何が起こっているか― 

アジア諸国では、経済のグローバル化が貿易（モノ）や投資（カネ）にとどまらず、「ヒト」の国
際移動という面にも波及しつつある。わが国でも少子・高齢化を背景に、外国人労働者問題がクロ
ーズアップされているが、アジアでは看護・介護分野やＩＴ（情報技術）といった特定分野で、す
でに活発な労働移動がみられる。今月号はこうしたアジアにおける高度熟練労働者の需給実態や2
国間協定について、JILPTの研究（外国人労働者問題の現状と課題）などをもとに特集する。 

 

　
Ⅰ
．増
加
を
続
け
る 

　
　 

世
界
の
移
民
労
働
者 

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
う
Ｉ
Ｔ

（
情
報
関
連
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
）
の

発
展
、
高
齢
化
の
進
行
が
、
移
民
（
外
国
人
）

労
働
者
に
つ
い
て
新
た
な
関
心
を
呼
び
起
こ

し
て
い
る
。 

 

日
本
で
も
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇

年
代
初
め
に
か
け
て
国
民
的
議
論
の
的
と
な

っ
た
外
国
人
労
働
者
だ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と

と
も
に
関
心
は
急
速
に
冷
却
し
た
。
し
か
し
、

最
近
、
移
民
労
働
の
世
界
に
は
従
来
み
ら
れ

な
か
っ
た
新
た
な
問
題
の
台
頭
が
あ
り
、
世

界
的
に
も
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
そ
の
養
成
に
多
大
な
コ
ス
ト
を
要
し
、

希
少
な
存
在
と
し
て
先
進
国
間
で
争
奪
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
高
度
な
熟
練
を
持
っ
た
労

働
者
に
つ
い
て
、
主
要
な
動
き
を
展
望
す
る
。

と
り
わ
け
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術

者
お
よ
び
看
護
師
の
国
際
移
動
に
焦
点
を
置

く
こ
と
に
し
た
い（
１
）。 

 

広
い
ス
コ
ー
プ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
。

国
連
人
口
部
の
最
新
の
推
計
に
よ
る
と
、
世

界
の
人
口
は
二
〇
〇
五
年
現
在
で
約
六
四
億

人
と
推
定
さ
れ
る
が
、
二
〇
五
〇
年
に
は
九

〇
億
人
近
く
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

（U
N
 2005

）（
２
）。
世
界
人
口
の
増
加
率
は

や
や
低
下
し
た
が
、
依
然
と
し
て
増
加
基
調

に
あ
る
。
増
加
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
フ
リ
カ
、

ア
ジ
ア
な
ど
開
発
途
上
国
で
あ
り
、
先
進
諸

国
の
人
口
は
停
滞
し
て
い
る
。
南
か
ら
北
へ

の
労
働
移
動
は
、
そ
の
背
景
に
存
在
す
る
経

済
格
差
を
反
映
し
て
今
後
も
継
続
す
る
と
み

ら
れ
る
。 

　
移
民
（
労
働
者
）
の
定
義
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
一
年
以
上
自
国
以
外
の
国
に
居
住
し
て

い
る
人
と
難
民
（
九
二
〇
万
人
）
を
合
わ
せ
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た
だ
け
で
も
、
二
〇
〇
五
年
時
点
で
約
二
億

人
に
達
し
て
い
る
。
世
界
の
人
口
比
で
は
三

％
に
相
当
す
る
。
比
率
と
と
も
に
、
移
民
の

数
も
一
九
七
〇
年
の
八
二
〇
〇
万
人
、
二
〇

〇
〇
年
の
一
億
七
五
〇
〇
万
人
、
そ
し
て
二

〇
〇
五
年
の
二
億
人
と
着
実
に
増
加
を
見
せ

て
い
る（G

C
IM

 2005
）。 

  

　
ア
ジ
ア
移
民
労
働
者
の
特
徴 

 

移
民
労
働
の
領
域
で
も
、
ア
ジ
ア
の
ウ
エ

イ
ト
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
世
界

人
口
の
約
六
〇
％
を
占
め
る
ア
ジ
ア
は
、
移

民
の
送
り
出
し
と
受
け
入
れ
の
双
方
で
活
発

な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
移
民
の
規
模
は
、

二
〇
〇
〇
年
時
点
で
は
ア
ジ
ア
人
口
の
約
一
・

四
％
を
占
め
る
四
九
九
〇
万
人
に
達
し
増
加

傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経

済
・
社
会
変
動
の
重
要
な
一
翼
を
構
成
し
続

け
る
で
あ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
の
移
民
労
働
者
は
、

い
く
つ
か
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。 

 

第
一
に
、
移
民
の
数
自
体
が
大
き
く
、
し

か
も
増
加
を
見
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
は
メ
キ
シ
コ
に
次
ぐ
大
き
な
移
民

送
り
出
し
国
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
労

働
者
が
多
数
働
く
中
東
諸
国
で
は
、
労
働
力

に
お
け
る
外
国
人
の
比
率
を
み
る
と
、
し
ば

し
ば
五
〇
％
を
越
え
る
高
い
水
準
で
あ
る
。 

 

第
二
に
、
ア
ジ
ア
の
国
際
労
働
力
移
動
の

九
割
近
く
は
、
低
熟
練
労
働
者
で
あ
る
。
と

く
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
家
事
労
働
者（
ハ
ウ
ス
メ
ー
ド
）、

介
護
労
働
者
、
興
行
関
係
労
働
者
な
ど
が
移

動
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
東
諸
国
で
は
建
設
・

土
木
分
野
の
労
働
に
従
事
す
る
東
南
ア
ジ
ア

労
働
者
が
多
い
。 

 

第
三
に
、
移
民
労
働
者
に
占
め
る
女
性
の

比
率
が
次
第
に
増
加
し
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン

カ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
典
型
的
で
あ
る
。
そ
の

多
く
は
家
事
、
介
護
、
興
行
分
野
な
ど
で
働

い
て
い
る
が
、
し
ば
し
ば
差
別
、
虐
待
な
ど

の
被
害
者
と
も
な
っ
て
い
る
。 

 

第
四
に
、
ア
ジ
ア
は
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど

の
巨
大
人
口
を
抱
え
る
国
々
を
擁
し
て
い
る
。

　
近
年
成
長
が
目
覚
ま
し
く
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

（B
razil, Russia, India and C

hina

）と
呼

ば
れ
る
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
国
内
の
農
村

部
か
ら
都
市
部
へ
の
大
き
な
人
の
移
動
が
起

き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
急
速
な
発
展
を
と

げ
て
い
る
中
国
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
現
象

で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
余
剰
人
口
が
国
外

へ
移
民
労
働
者
と
し
て
あ
ふ
れ
出
る
状
況
も

生
ま
れ
て
い
る
。
余
剰
労
働
力
人
口
が
約
二

億
人
と
い
わ
れ
る
中
国
で
は
、
二
〇
〇
五
年

に
は
三
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る
中
国
人
が
海

外
へ
出
国
し
た
と
さ
れ
る（『
朝
日
新
聞
』

二
〇
〇
六
年
三
月
一
四
日
）。 

 

第
五
に
、
移
民
労
働
を
め
ぐ
る
ア
ジ
ア
諸

国
の
変
化
は
き
わ
め
て
動
態
的
で
あ
る
。
ア

ジ
ア
に
は
い
く
つ
か
の
受
け
入
れ
国
が
あ
る
。

日
本
、
台
湾
、
韓
国
、
香
港
な
ど
の
諸
国
は
、

公
式
に
は
（
定
住
）
移
民
の
受
け
入
れ
国
で

は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
入
国
、
就
労
し
、
長
期
に
わ
た

っ
て
国
内
に
居
住
し
て
い
る
人
々
が
増
加
し

て
い
る
。
九
〇
年
代
頃
か
ら
経
済
発
展
に
伴

い
、
労
働
者
の
送
り
出
し
国
か
ら
受
け
入
れ

国
へ
転
換
を
と
げ
た
国
も
あ
る
。 

  

　
高
ま
る
専
門
的
・
技
術
的
労
働
者
へ
の
関

心 

 

こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
、
世
界
的
に
注

目
さ
れ
る
の
は
、
熟
練
度
の
高
い
専
門
的
・

技
術
的
労
働
者
（H

ighly Skilled

）
の
移

動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う

Ｉ
Ｔ
の
進
歩
、
多
く
の
国
々
に
お
け
る
高
齢

化
の
進
行
、
多
国
籍
企
業
の
活
動
の
活
発
化

な
ど
が
関
係
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
専
門

家
や
技
術
者
た
ち
は
先
進
国
か
ら
開
発
途
上

国
へ
技
術
指
導
な
ど
の
目
的
で
赴
い
て
い
た
。

し
か
し
、
今
日
で
は
流
れ
の
方
向
が
変
わ
り
、

開
発
途
上
国
か
ら
高
い
熟
練
・
専
門
性
を
備

え
た
労
働
者
が
先
進
国
へ
移
動
す
る
よ
う
に

な
り
、
近
年
多
く
の
先
進
国
が
積
極
的
な
受

け
入
れ
政
策
を
導
入
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
「
Ｈ
―
１
Ｂ
ヴ
ィ
ザ
」
方
式（
３
）

に
よ
る
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど
の
受
け
入
れ
拡
大

に
続
き
、
ド
イ
ツ
は
〇
五
年
一
月
に
「
新
移

民
法
」
を
施
行
し
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど
専
門

的
・
技
術
的
労
働
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
日
本
も
例
外
で
は
な
い
。
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
間
で
資
格
お
よ
び
試
験
の
相
互
認
証
を

行
う
特
例
措
置
な
ど
を
導
入
し
て
い
る
。 

　
不
熟
練
労
働
者
の
場
合
は
移
動
を
妨
げ
る

障
壁
が
さ
ま
ざ
ま
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

高
度
な
専
門
家
・
技
術
者
の
場
合
は
、
入
国

制
限
な
ど
の
人
為
的
な
障
壁
は
明
ら
か
に
低

く
開
放
度
が
高
い
。
九
〇
年
代
以
降
、
多
く

の
先
進
国
が
Ｉ
Ｔ
関
連
労
働
者
や
看
護
師
・

介
護
労
働
者
な
ど
、
国
内
の
人
材
供
給
で
は

充
足
で
き
な
い
部
分
を
、
海
外
か
ら
の
受
け

入
れ
で
対
応
す
る
と
い
う
傾
向
が
生
ま
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
場
合
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
制
度
上
は
一
見
す
る
と
開
放
度
が

高
い
よ
う
で
も
、
制
度
の
運
用
の
あ
り
方
、

言
語
や
文
化
障
壁
、
海
外
直
接
投
資
な
ど
国

際
分
業
の
あ
り
方
な
ど
か
ら
、
高
度
な
専
門 
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的
・
技
術
的
労
働
者
の
入
国
・
就
労
が
あ
ま

り
増
加
し
な
い
国
も
あ
る
。 

  

　
統
一
さ
れ
て
い
な
い
概
念
と
範
囲 

 

「
高
度
な
技
術
者
・
専
門
家
」
の
概
念
や

範
囲
に
つ
い
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
国
際
的

に
統
一
さ
れ
た
内
容
で
理
解
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
専
門
的
知
識
・
技
術
・
技
能

を
必
要
と
す
る
職
種
は
、
数
多
く
、
し
か
も

時
代
と
と
も
に
盛
衰
が
激
し
い
。
ど
こ
ま
で

を
包
含
す
る
か
も
確
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
の
労
働
者
は
、
「
高
度
熟
練
者
」（H

ighly 
Skilled

）
あ
る
い
は
「
専
門
・
技
術
関
連
」 

（Professional, Technical and K
indred 

W
orkers

＝PTK

） 

な
ど
の
名
称
で
呼
ば
れ

て
い
る
。
一
般
に
、
こ
う
し
た
熟
練
、
専
門

知
識
の
獲
得
の
た
め
に
は
、
大
学
卒
業
あ
る

い
は
同
程
度
の
職
業
上
の
経
験
・
能
力
を
持

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
最
低
限
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。 

　
高
度
な
技
術
者
・
専
門
家
は
医
師
、
弁
護

士
、
看
護
師
、
介
護
士
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
該
職
業
に
必
要

な
職
業
的
な
知
識
や
技
能
の
達
成
度
を
、
国

家
試
験
な
ど
で
評
価
・
測
定
す
る
場
合
も
多

い
。
こ
う
し
た
資
格
認
定
制
度
が
存
在
す
る

領
域
で
は
、
無
資
格
者
は
仕
事
に
就
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
業
務
独
占
資

格
分
野
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
、
た
と
え
ば
看
護
師
に
つ
い
て
も
国
際
的

に
統
一
さ
れ
た
基
準
は
存
在
し
な
い
。 

 

世
界
の
労
働
力
は
三
〇
億
人
強
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
な
か
で
ど
れ
だ
け
が
専
門
的
・

技
術
的
労
働
者
と
い
え
る
か
、
信
頼
で
き
る

客
観
的
な
統
計
は
存
在
し
な
い
。
ひ
と
つ
の

推
計
で
は
二
〇
〇
一
年
時
点
で
開
発
途
上
国

に
は
五
〇
〇
〇
万
人
か
ら
一
億
人
、
先
進
国

に
は
九
〇
〇
〇
万
人
く
ら
い
の
専
門
的
・
技

術
的
労
働
者
が
い
る
と
さ
れ
る（M

artin &
 

others

　2006, 56
）。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
国
際
比

較
を
可
能
に
す
る
よ
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
の
定
義
を
含
む
キ
ャ
ン
ベ
ラ
・
マ
ニ
ュ
ア

ル
（O

EC
D

　1995

）
を
提
供
し
、
共
通
の

基
準
の
採
用
を
望
ん
で
い
る
が
、
い
ま
だ
十

分
な
普
及
を
み
て
い
な
い
。  

   

Ⅱ
．イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
と 

　
　 

労
働
移
動
の
新
形
態 

 

高
度
な
専
門
的
・
技
術
的
労
働
者
の
国
際

的
移
動
が
拡
大
し
た
背
景
に
は
、
い
く
つ
か

の
要
因
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
Ｉ
Ｔ
と
略
称

さ
れ
る
情
報
関
連
技
術
あ
る
い
は
そ
の
中
核

的
技
術
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
の
発

達
で
あ
る
。
九
〇
年
代
か
ら
の
Ｉ
Ｔ
の
急
速

な
発
展
は
、
世
界
経
済
に
多
大
な
影
響
を
も

た
ら
し
た
。
ド
ッ
ト
コ
ム
企
業
と
い
わ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
基
盤
を
置
い
た
企
業
が

世
界
的
に
急
増
し
た
。
影
響
は
企
業
組
織
、

労
働
力
に
ま
で
及
び
、
従
来
な
か
っ
た
新
し

い
タ
イ
プ
の
労
働
力
移
動
の
形
態
を
生
み
出

し
た
。 

　
Ｉ
Ｔ
産
業
に
お
け
る
専
門
家
・
技
術
者
へ

の
需
要
は
顕
著
に
増
加
し
た
。
国
内
の
Ｉ
Ｔ

専
門
家
・
技
術
者
の
養
成
に
は
時
間
を
要
す

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
海

外
か
ら
の
受
け
入
れ
の
道
を
開
き
、
「
Ｈ
―

１
Ｂ
ヴ
ィ
ザ
」
の
導
入
で
イ
ン
ド
な
ど
か
ら

技
術
者
が
多
数
流
入
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の

Ｉ
Ｔ
業
界
拡
大
と
対
応
す
る
形
で
、
イ
ン
ド

で
は
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
養
成
・
教
育
が
進
ん
で

一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。 

 

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
九
〇
年
代
頃
か

ら
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
生
産
活
動
の
再
編
が

急
速
に
展
開
し
た
。
そ
の
再
編
は
つ
ぎ
の
よ

う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。 

 

第
一
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

っ
て
、
事
務
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
従
来
、
当
該

組
織
と
密
着
し
て
い
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の

仕
事
も
、
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
」
と
呼
ば

れ
る
外
部
の
企
業
へ
の
委
託
が
可
能
に
な
っ

た
。
そ
の
背
後
に
は
、
工
程
や
職
務
を
定
形

化
・
客
観
化
す
る
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
」
あ
る

い
は
「
構
造
化
」
と
も
い
わ
れ
る
試
み
の
展

開
が
あ
っ
た
。 

 
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
対
象
範
囲
は
、
今

日
の
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
産
業
分
野
に
拡
大
し
、
企
業
戦
略
上
の

大
き
な
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。
製
造
部
門
、

購
買
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
情
報
技
術
な

ど
の
領
域
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
選

択
を
す
る
こ
と
で
、
企
業
は
コ
ス
ト
が
高
く

な
っ
て
い
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
業
務
な
ど
を

再
編
し
、
本
来
彼
ら
に
期
待
さ
れ
る
革
新
的

な
仕
事
に
専
念
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
る（B

usiness W
eek 2006, 55

）。 
  

　
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
の
新
た
な
展
開 

 

第
二
に
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
、
し
ば

し
ば
海
外
へ
の
生
産
立
地
の
移
転
と
な
る
。

こ
れ
は
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
企

業
行
動
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
社
が
国
内
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門
や

開
発
セ
ン
タ
ー
を
イ
ン
ド
に
移
転
す
る
よ
う

な
場
合
で
あ
る
。
製
造
業
に
つ
い
て
は
す
で

に
七
〇
年
代
頃
か
ら
、
し
ば
し
ば
「
産
業
空

洞
化
」、「
雇
用
輸
出
」
な
ど
の
表
現
で
問
題

と
さ
れ
て
き
た
変
化
で
あ
る
。 

 

そ
の
結
果
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
中
国
な

ど
、
消
費
地
か
ら
遠
い
地
域
が
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
、
保
険
業
務
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
４
）

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
生
産
の
領
域
で
重
要
な
役

割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
、

日
本
な
ど
の
消
費
国
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
な
ど
の
生
産
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
よ
っ

て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

　
第
三
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
は
従

来
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
新
し
い
仕
事
、

そ
し
て
労
働
の
次
元
を
創
り
出
し
た
。
従
来

の
労
働
者
自
ら
が
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど
の
生

産
サ
イ
ト
ま
で
移
動
す
る
伝
統
的
な
出
稼
ぎ
・

移
民
の
形
態
（
時
に
オ
ン
サ
イ
ト
と
呼
ば
れ

る
）
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
仕

事
の
機
会
が
瞬
時
に
移
動
し
て
し
ま
う
新
た

な
形
態
で
の
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
」
な
ど

注
目
す
べ
き
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
前
者
を
「
地
理
的
・
物
理
的
な
移
民
」 

と
す
れ
ば
、
後
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

在
し
た
「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
移
民
」
と
も
い

う
べ
き
新
し
い
形
態
で
あ
る
。 

 

と
く
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
オ
フ

シ
ョ
ア
リ
ン
グ
の
展
開
は
、
国
際
分
業
の
新

た
な
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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九
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
、
ア
メ
リ
カ
企
業
か
ら
イ
ン
ド
の
バ
ン

ガ
ロ
ー
ル
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
設
計
な
ど
の
仕
事
の
移
行
が
進
行
し
た
。

国
際
的
な
時
差
を
利
用
し
て
の
「
二
四
時
間

操
業
企
業
」
が
生
ま
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
動
き
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
と
み
な

し
う
る
部
分
も
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
ど
れ
だ
け
の
仕
事
が
国
境
を
越
え
て
移

転
し
て
い
る
の
か
、
実
態
の
掌
握
自
体
が
き

わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
分
析
方
法
の

検
討
を
含
め
て
、
よ
り
本
格
的
な
調
査
と
研

究
が
必
要
で
あ
る
。
企
業
行
動
に
こ
の
よ
う

な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
同
時
に

労
働
市
場
、
仕
事
の
内
容
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 

   

「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
移
民
」
の
将
来 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
は
、
生
産
、
消

費
の
立
地
を
地
理
的
束
縛
か
ら
か
な
り
の
程

度
切
り
離
し
、
自
由
度
を
増
し
た
。
変
化
が

き
わ
め
て
激
し
い
現
時
点
で
は
、
生
産
立
地

と
消
費
地
の
動
態
的
な
変
化
に
つ
い
て
十
分

な
見
通
し
を
も
っ
て
輪
郭
を
描
く
こ
と
は
か

な
り
難
し
い
。 

 

し
か
し
、
現
段
階
の
Ｉ
Ｔ
産
業
は
「
立
地

か
ら
完
全
に
自
由
で
、
流
動
自
在
な
」
産
業

に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
今
日
の
段
階
で
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
生
産
の
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ

の
相
手
先
国
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
の
は
イ

ン
ド
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン

グ
売
り
上
げ
金
額
表
示
で
お
よ
そ
五
分
の
三

と
い
わ
れ
る
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る （B

u-
siness W

eek 64

）。
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ

が
特
定
地
域
の
産
業
集
団
と
関
連
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る（
５
）。
そ
の
背
景
に
は
、

イ
ン
ド
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
設
計
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
対
応
で
き
る
人
材
が
豊
富
で

あ
る
こ
と
、
英
語
圏
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
存

在
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
な
ど
を
始
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

が
後
を
追
っ
て
お
り
、
次
第
に
分
散
化
が
進

む
だ
ろ
う
。
日
本
語
能
力
の
あ
る
人
材
が
蓄

積
さ
れ
て
い
る
中
国
大
連
な
ど
で
は
、
日
系

企
業
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
育
ち
つ
つ

あ
る
（
何
徳

倫
、
二
〇
〇

五
）。 

 

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で

の
仕
事
の
移

動
は
、
今
後

さ
ら
に
拡
大

を
続
け
る
だ

ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
は

伝
統
的
な
移

民
労
働
の
終

わ
り
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
製
造
業
、

農
業
、
建
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
飲
食
サ

ー
ビ
ス
な
ど
大
部
分
の
仕
事
は
、
本
来
的
に

立
地
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。
ま
た
、
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
業
務
の
か
な
り
の
部
分
は
依

然
と
し
て
「
構
造
化
」
が
難
し
く
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
移
転
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
仕
事
に
従
事
す
る
人
た
ち
の
間
で

は
し
ば
し
ば
同
一
な
職
場
組
織
で
の
相
互
信

頼
、
異
文
化
理
解
の
浸
透
が
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
ハ
イ
テ
ク
分
野
で
は

仕
事
の
流
動
性
は
高
ま
り
、「
仕
事
の
世
界
」

は
顕
著
な
変
容
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
仕
事
の
移
動
は

、

移
民
と
国
民
国
家
の
間
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま

な
軋
轢
を
あ
る
程
度
回
避
す
る
働
き
も
期
待

さ
れ
る
。
人
の
移
動
を
と
も
な
わ
な
い
だ
け

に
、
文
化
的
衝
突
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
と

い
う
利
点
も
あ
る
。 

   

Ⅲ
．看
護
労
働
の
グ
ロ
ー
バ
ル 

　
　 

化
が
生
む
光
と
影 

 

「
頭
脳
流
出
」
と
い
う
難
題 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
看
護
・
介
護
労
働
と
い

う
伝
統
的
な
仕
事
の
分
野
に
も
、
大
き
な
変

化
を
持
ち
込
ん
で
い
る
。
先
進
国
を
中
心
と

す
る
高
齢
化
の
進
行
、
開
発
途
上
国
で
の
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど
の
新
た
な
病
気
の
増

加
が
要
因
と
な
っ
て
、
医
療
・
看
護
労
働
に

携
わ
る
人
々
へ
の
需
要
は
大
き
く
拡
大
し
た
。

今
後
も
こ
の
分
野
の
労
働
力
へ
の
需
要
は
増

加
を
続
け
よ
う
。
他
方
、
看
護
師
・
介
護
士

な
ど
の
養
成
に
は
多
大
な
コ
ス
ト
と
時
間
を

要
す
る
。
そ
し
て
も
っ
と
も
深
刻
な
問
題
は
、

開
発
途
上
国
が
自
国
の
医
療
・
看
護
水
準
の

改
善
の
た
め
多
大
な
投
資
を
行
っ
て
養
成
し

た
医
師
・
看
護
師
な
ど
が
、
先
進
国
の
需
要

を
充
足
す
る
た
め
に
継
続
的
に
流
出
し
て
し

ま
う
現
象
で
あ
る
。 

 

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
国
外
移
動
は
、
送

り
出
し
国
で
あ
る
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
、

「
頭
脳
流
出
」brain drain 

と
い
う
問
題
を

提
起
す
る
。
頭
脳
流
出
に
つ
い
て
は
多
く
の

定
義
が
あ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
る

と
、
「
国
民
の
平
均
よ
り
も
相
対
的
に
教
育

水
準
が
高
い
人
口
の
一
部
が
海
外
へ
流
出
す

る
」（B

eine, 
D
ocquier 

and 
Rapoport 

2001, 276

）
と
い
う
現
象
で
あ
る
。 

 

そ
の
背
後
に
あ
る
含
意
は
、
あ
る
国
の
高

度
な
人
的
資
本
が
高
い
報
酬
な
ど
に
誘
わ
れ

て
別
の
国
へ
流
出
し
て
し
ま
い
、
本
来
母
国

の
発
展
に
寄
与
す
べ
き
人
材
が
枯
渇
し
て
し

ま
う
こ
と
で
あ
る
。
頭
脳
流
出
が
懸
念
さ
れ

る
高
度
な
熟
練
労
働
者
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
移
動
で
利
益
を
期
待
で
き

る
の
は
、
移
動
す
る
本
人
（
お
よ
び
そ
の
家

族
）
、
そ
し
て
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
先
進
国

で
あ
る
。
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
問
題
は
、

こ
う
し
た
移
動
が
送
り
出
し
（
供
給
）
国
に

与
え
る
影
響
で
あ
る
。
近
年
で
は
ア
フ
リ
カ
、

カ
リ
ブ
海
諸
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
か
ら
の

看
護
師
流
出
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
な
か

で
も
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
は
流
出
が
も

っ
と
も
甚
だ
し
く
、
ザ
ン
ビ
ア
な
ど
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
海
外
へ
流
出
し
て
し
ま
う
。
結

果
と
し
て
、
人
口
に
占
め
る
看
護
師
の
比
率

は
、
世
界
各
国
間
で
数
十
倍
を
超
え
る
格
差

を
生
み
出
し
て
い
る
。 

   

鍵
を
握
る
政
府
方
針 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
、
看
護
師
の
海
外
流

出
は
、
二
〇
世
紀
初
め
同
国
が
ア
メ
リ
カ
の

植
民
地
で
あ
っ
た
頃
ま
で
遡
る
。
そ
の
後
、

海
外
出
稼
ぎ
の
風
土
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
に

根
付
い
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ 



6

特集―アジア諸国の国際労働移動 

Business Labor Trend  2006.4

ピ
ン
国
内
の
看
護
師
報
酬
と
海
外
で
の
報
酬

の
間
に
は
、
数
倍
か
ら
二
〇
倍
と
も
い
わ
れ

る
格
差
が
あ
り
、
流
出
を
阻
止
す
る
こ
と
は

不
可
能
に
近
い（B

atuoro 2002

）。 

　
そ
の
た
め
、
教
育
や
仕
事
の
機
会
の
選
択

に
つ
い
て
も
、
圧
倒
的
に
海
外
出
稼
ぎ
を
前

提
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で

な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
こ
う
し
た
高
度

な
熟
練
・
専
門
性
を
備
え
た
人
材
の
海
外
出

稼
ぎ
を
歓
迎
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ

る
。 

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
九
五
年
に
「
移
住
労
働
者

と
海
外
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
関
す
る
九
五
年
法
」

を
制
定
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
の
最
大
の
特

徴
は
、
初
め
て
「
経
済
成
長
の
維
持
と
国
家

開
発
の
手
段
と
し
て
海
外
雇
用
を
促
進
す
る

こ
と
は
し
な
い
」
と
規
定
し
た
こ
と
と
い
わ

れ
る
。
加
え
て
、
基
本
的
に
は
熟
練
労
働
者

の
み
を
海
外
に
送
り
出
す
「
選
択
的
送
り
出

し
」
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。

熟
練
度
の
高
い
労
働
者
ほ
ど
海
外
で
の
報
酬

額
も
高
く
、
本
国
送
金
も
多
い
こ
と
が
期
待

さ
れ
、
効
率
的
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。 

　
〇
四
年
、
日
本
と
の
間
で
合
意
を
見
た
Ｆ

Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
の
交
渉
で
も
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
看
護
師
受
け
入
れ
を
強
く

求
め
て
き
た
。
言
い
換
え
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
看
護
師
の
海
外
需
要
は
、
受
け
入
れ
国
側

の
労
働
市
場
の
状
況
に
加
え
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
の
方
針
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て

い
る
。 

 

他
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
は
看
護
師
な

ど
の
人
材
の
不
足
で
医
療
・
介
護
水
準
の
劣

化
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
閉
鎖
に
追
い
込

ま
れ
る
病
院
な
ど
も
現
れ
て
い
る
。 

フ
ィ

リ
ピ
ン
民
間
病
院
協
会
に
よ
る
と
〇
五
年
ま

で
の
過
去
五
年
間
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
体
で
約

一
〇
〇
〇
の
民
間
病
院
が
閉
鎖
に
追
い
込
ま

れ
た
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
、
労
働
・
雇
用
庁
（
Ｄ

Ｏ
Ｌ
Ｅ
） 

は
、
同
国
の
医
療
看
護
シ
ス
テ

ム
が
海
外
出
稼
ぎ
で
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と

の
見
解
は
確
た
る
デ
ー
タ
が
な
い
と
し
て
反

論
し
て
い
る（The Philippine Star, N

o-
vem

ber 23, 2005

）。
し
か
し
、
多
数
の
看

護
師
の
海
外
流
出
は
明
ら
か
な
事
実
で
あ
り
、

同
国
の
医
療
・
看
護
水
準
の
低
下
に
つ
な
が

る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
疑
い
な
い
。 

   

望
ま
し
い
移
民
サ
イ
ク
ル
の
形
成
の
た
め

に 
 

移
民
（
労
働
者
）
は
、
理
論
上
で
は
移
民

個
人
お
よ
び
送
り
出
し
国
、
受
け
入
れ
国
を

含
め
た
世
界
全
体
に
と
っ
て
良
い
結
果
を
も

た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現

代
社
会
で
は
移
民
の
実
態
は
き
わ
め
て
多
様

化
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
ま
れ

て
い
る
。
貿
易
の
場
合
は
、
比
較
生
産
費
理

論
が
教
え
る
よ
う
に
、
収
斂
に
向
け
て
均
衡

す
る
。
し
か
し
、
高
度
な
熟
練
・
専
門
性
を

も
っ
た
労
働
者
の
移
動
は
、
出
稼
ぎ
先
国
の

経
済
成
長
を
促
進
す
る
が
、
送
り
出
し
国
の

成
長
を
抑
止
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
不
平
等

を
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
応
じ
て
の
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
欠
か
せ
な

い
の
は
、
単
に
移
民
労
働
者
や
使
用
者
の
利

害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
移
民
の
送
り
出
し
国
、

受
け
入
れ
国
を
包
含
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
に
立
っ
た
政
策
で
あ
る
。
高
度
な
熟
練
を

持
っ
た
人
々
を
母
国
が
十
分
活
用
で
き
な
い

場
合
に
は
、
移
民
の
形
を
と
っ
て
海
外
か
ら

の
送
金
、
そ
し
て
い
ず
れ
本
国
へ
帰
国
す
る

こ
と
で
外
国
に
い
る
間
に
蓄
積
し
た
ス
キ
ル

を
生
か
す
道
も
あ
り
う
る
。
開
発
途
上
国
と

し
て
、
経
済
発
展
が
正
常
な
軌
道
に
乗
る
ま

で
の
間
、
余
剰
労
働
力
を
移
民
と
し
て
送
り

出
す
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
が
掲
げ
て
き
た
路
線
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
移
民
の
送

金
に
頼
っ
て
経
済
発
展
を
と
げ
る
道
は
き
わ

め
て
厳
し
い
。
本
来
な
ら
ば
帰
国
し
て
母
国

の
発
展
に
寄
与
す
べ
き
人
材
が
、
出
稼
ぎ
先

に
定
着
し
て
し
ま
っ
て
帰
国
し
な
い
、
送
金

さ
れ
た
資
金
が
生
産
的
目
的
の
た
め
に
有
効

に
使
用
さ
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
生
ま
れ
て

い
る（
キ
ム
、
二
〇
〇
六
）。
時
に
は
移
民
が

失
業
増
加
回
避
な
ど
為
政
者
の
失
政
の
安
全

弁
に
使
わ
れ
か
ね
な
い
。 

 

望
ま
し
い
移
民
の
あ
り
方
を
考
え
る
に
際

し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
、
キ

ー
・
コ
ン
セ
プ
ト
と
も
い
う
べ
き
三
つ
の
Ｒ
、

Recruitm
ent, Rem

ittances, Return

　
の

関
係
で
あ
る
。
誰
が
海
外
へ
出
稼
ぎ
に
行
く

か
と
い
う
「
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
」
そ
し
て

「
レ
ミ
ッ
タ
ン
ス
」
は
海
外
か
ら
の
送
金
で

あ
り
、
そ
の
規
模
や
本
国
に
お
け
る
使
途
が

問
題
と
な
る
。
「
リ
タ
ー
ン
」
は
海
外
へ
出

稼
ぎ
に
行
っ
た
人
た
ち
が
新
た
な
熟
練
・
技

能
を
身
に
つ
け
て
帰
国
し
、
ど
れ
だ
け
母
国

へ
寄
与
し
て
く
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

こ
の
三
つ
の
Ｒ
を
軸
と
し
て
、
い
か
に
望

ま
し
い
発
展
に
つ
な
が
る
「
良
い
サ
イ
ク
ル
」

を
形
成
す
る
か
と
い
う
課
題
が
生
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
の
具
体
策
の
設
定
は
い
ま
だ
十
分

で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
送
り
出

し
側
、
受
け
入
れ
側
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
だ

け
で
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互
の
協
力

の
上
に
人
材
の
環
流
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、

真
の
意
味
で
の
国
際
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。 

 

熟
練
度
の
高
い
労
働
者
の
養
成
、
国
内
雇

用
機
会
の
拡
大
、
す
で
に
海
外
に
出
て
い
る

人
々
か
ら
の
送
金
の
増
加
促
進
、
そ
し
て
母

国
の
発
展
と
と
も
に
海
外
流
出
が
減
少
す
る

こ
と
が
「
良
い
サ
イ
ク
ル
」
の
実
現
に
は
必

須
で
あ
る
。 

 

送
り
出
し
国
と
受
け
入
れ
国
の
新
た
な
協

力
の
仕
組
み
が
設
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
は
移
民
労
働
者
の
人
権
が
十
分
守
ら
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れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
必
要
な
人
的
資
源
を
確

保
す
る
う
え
で
適
切
な
報
酬
な
ど
の
労
働
条

件
、
キ
ャ
リ
ア
充
実
の
見
通
し
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
送
り
出
し
国
は

自
国
の
発
展
の
た
め
に
必
要
な
貴
重
な
人
材

が
安
易
に
海
外
へ
流
出
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
国
内
雇
用
機
会
の
開
発
、
改
善
な
ど

に
努
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

   

重
要
な
日
本
の
役
割
―
真
の
国
際
化
の
視

点
を 

 

ア
ジ
ア
の
先
進
国
で
あ
る
日
本
に
課
せ
ら

れ
た
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
東
ア

ジ
ア
諸
国
と
の
経
済
統
合
を
い
か
に
は
か
る

か
。
狭
い
視
野
で
の
個
別
的
な
対
応
で
は
解

決
に
な
ら
な
い
。
医
療
・
看
護
労
働
力
の
需

給
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
福
祉
・
厚
生
水
準

に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
医
療
技
術
の
高

度
化
に
と
も
な
い
、
要
求
さ
れ
る
熟
練
・
専

門
性
も
多
様
化
し
て
い
る
。
国
内
の
地
域
格

差
も
大
き
く
、
平
均
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
需
給

を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

国
内
の
有
資
格
看
護
師
の
職
場
復
帰
も
限
度

が
あ
る
。
病
院
な
ど
の
経
営
環
境
も
厳
し
く

な
り
、
看
護
現
場
の
労
働
環
境
が
早
期
に
改

善
さ
れ
る
見
込
み
は
な
い
。
医
療
・
看
護
労

働
力
の
不
足
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
あ
る
。

外
国
人
看
護
師
受
け
入
れ
問
題
は
、
実
は
日

本
の
医
療
・
介
護
シ
ス
テ
ム
の
再
検
討
と
不

可
分
な
関
係
に
あ
る
。 

 

Ｉ
Ｔ
分
野
と
同
様
に
、
看
護
分
野
の
国
際

化
も
不
可
避
で
あ
る（
６
）。
元
来
、
国
際
的

な
職
業
分
野
な
の
だ
が
、
人
的
資
源
の
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ソ
ー
シ
ン
グ
」
と
も
い
う
べ
き

変
化
へ
の
視
点
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
ア

ジ
ア
に
お
い
て
、
日
本
が
他
国
と
共
存
、
発

展
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
単
に
外
国
か
ら

労
働
者
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
視
点
か
ら
脱

却
し
、
こ
の
地
域
の
競
争
力
向
上
と
域
内
格

差
の
是
正
を
視
野
に
置
い
た
う
え
で
、
高
度

な
能
力
を
持
っ
た
人
材
を
相
互
に
協
力
し
て

養
成
し
、
関
係
国
間
で
環
流
す
る
仕
組
み
を

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、

医
療
、
看
護
・
介
護
の
対
象
も
国
内
の
日
本

人
が
主
た
る
対
象
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て

き
た
が
、
国
際
化
が
進
ん
だ
社
会
で
は
、
医

療
・
看
護
に
あ
た
る
人
材
も
、
そ
の
対
象
と

な
る
人
た
ち
も
海
外
に
開
か
れ
た
も
の
と
な

る
。
こ
の
観
点
に
立
っ
た
国
際
医
療
・
看
護

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
な
ど
の
構
想
も
必
要
で

あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
日
本
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
と
並
ん
で
、
こ
の
分
野
で
イ
ニ
シ
ャ

テ
ィ
ブ
を
と
る
べ
き
立
場
に
あ
る
。
日
本
は

〇
四
年
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
交
渉

に
お
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
看
護
師
受
け

入
れ
に
踏
み
き
っ
た
が
、
現
状
の
よ
う
な
単

に
形
だ
け
の
受
け
入
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
両

国
に
と
っ
て
真
に
意
義
あ
る
も
の
と
し
て
再

構
築
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
医
療
・
看
護
シ

ス
テ
ム
は
長
期
に
存
続
可
能
な
も
の
と
し
て

構
想
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

日
本
は
興
行
（
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
）
分

野
な
ど
で
、
国
際
的
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず

長
年
に
わ
た
り
不
適
切
な
受
け
入
れ
を
継
続

し
て
き
た
。
こ
の
過
ち
を
再
び
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
が
ア

ジ
ア
に
お
け
る
国
際
医
療
・
看
護
の
拠
点
と

し
て
開
か
れ
た
形
で
貢
献
し
う
る
よ
う
、
新

た
な
構
想
と
準
備
の
下
に
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。 

 

〔
注
〕 

１
．
本
稿
は
労
働
政
策
・
研
修
機
構
の
二
〇
〇
五
年

度
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
高
度
な
技
術
者
・

専
門
家
の
国
際
需
給
シ
ス
テ
ム
」
で
の
研
究
成
果

の
一
部
に
依
存
し
て
い
る
。 

２
．
ア
メ
リ
カ
商
務
省
の
最
新
推
計
に
よ
る
と
、
世

界
人
口
は
二
〇
〇
六
年
二
月
に
六
五
億
人
に
達
し
、

二
〇
五
〇
年
に
は
九
二
億
人
近
く
に
な
る
見
通
し

で
あ
る
。 

　http://w
w
w
.census.gov/ipc/w

w
w
/w

orld.htm
l 

３
．
ア
メ
リ
カ
の
一
九
九
〇
年
移
民
法
で
の
重
要
な

政
策
変
化
の
ひ
と
つ
が
、
高
熟
練
な
非
移
民
労
働

者
に
関
す
る
対
応
だ
っ
た
。
こ
の
法
律
は
該
当
分

野
で
大
卒
あ
る
い
は
同
等
以
上
の
労
働
者
に
つ
い

て
、
Ｈ
―
１
Ｂ
ヴ
ィ
ザ
と
い
う
新
し
い
非
移
民
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
創
設
し
、
従
前
の
Ｈ
―
Ｂ
ヴ
ィ
ザ
を

代
替
し
た
。
な
お
、
Ｈ
―
１
Ａ
ヴ
ィ
ザ
は
一
九
八

九
年
改
正
時
に
、
当
時
の
看
護
師
不
足
に
対
応
す

る
た
め
一
時
的
（
五
年
間
限
定
）
ヴ
ィ
ザ
と
し
て

導
入
さ
れ
た
。 

４
．
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
地
理
的
に
離
れ
た
供
給
者

と
消
費
者
の
間
の
意
思
伝
達
を
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使

し
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
「
対
面
」
方
式
で
実
施
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
銀
行
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ヘ

ル
プ
ラ
イ
ン
、
サ
ポ
ー
ト
、
受
発
注
、
セ
ー
ル
ス

な
ど
広
範
な
分
野
へ
拡
大
し
て
い
る
。 

５
．
オ
フ
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
中

国
が
イ
ン
ド
を
上
回
っ
て
い
る
と
の
推
定
も
あ
る

が
、
い
ず
れ
の
資
料
も
算
定
根
拠
が
不
明
な
た
め

確
定
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
サ
ー
ビ
ス
や
仕
事
の
機
会
の
移
転
に
つ

い
て
、
計
測
上
も
困
難
な
課
題
が
存
在
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。 

６
．
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
サ
ー
ビ
ス
交
渉
で

も
、
金
融
・
電
気
通
信
な
ど
の
市
場
。
開
放
を
主

軸
と
す
る
日
米
欧
な
ど
の
共
同
提
案
と
外
国
人
雇

用
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
拡
大
を
求
め
る
新
興
国

側
の
提
案
と
は
食
い
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現

実
の
変
化
は
急
速
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
医
療
立

国
を
目
指
し
、
二
〇
〇
一
年
に
設
置
さ
れ
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
ラ
ッ
フ
ル
ズ
財
団
に
よ
る
ラ
ッ
フ
ル

ズ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
、
す
で
に
患
者
の
三
〇
％
、

三
万
人
が
外
国
人
で
あ
る
。
患
者
の
国
籍
は
一
〇

〇
カ
国
を
越
え
る
。 
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く
わ
は
ら
・
や
す
お
／
獨
協
大
学
名
誉
教
授
。

日
本
労
働
協
会
主
任
研
究
員
を
経
て
、
八
五

年
か
ら
獨
協
大
学
経
済
学
部
教
授
。
二
〇
〇

〇
年
四
月
か
ら
四
年
間
、
学
長
を
務
め
る
。

専
門
は
労
働
経
済
学
、
社
会
政
策
。
主
な
編

著
書
に
『
国
境
を
越
え
る
労
働
者
』（
岩
波
書

店
）、『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
外
国
人
労
働
者
』

（
編
者
、
東
洋
経
済
新
報
社
）、『
あ
な
た
の

隣
人
外
国
人
労
働
者
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）

な
ど
多
数
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